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カネライトスーパーＥ。家電リサイクルＰＳの再利用システムを、新たに構築

· （株）カネカは、廃棄物削減、エネルギーロス削減の視点での取組みによる環境適合性の向上を進めている。今般、家電リサイクル法により、排出されるＰＳ製の冷蔵庫内棚を異物の分別後、ペレット化工程を経ることなく、一定サイズに破砕した状態で直接カネライトスーパーＥに再利用する技術を新たに開発し、併せて回収システムを構築した。
回収システムの中核となる破砕粒子形状の適正化技術、回収システム構築の仕組み作りなどを松下電器産業（株）１００％出資の家電リサイクル会社である（株）松下エコテクノロジーセンター（本社：兵庫県社町。社長：堤常固）と大西化成興業（株）（本社：大阪市北区。社長：大西清）との間で平成１５（２００３）年から共同研究を進めてきた。

· 本システムの構築により、家電リサイクル法に基づき回収された材料が、埋め立て、焼却、また海外市場へ流出されるのを回避し、国内の高付加価値商品へのマテリアルリサイクルを可能にした。

· 本技術の特徴は次の通りである。
・冷蔵庫内棚は低温での衝撃強度確保を目的として、高分子量のＧＰＰＳが使用されていること。
・同様に、高分子量ＰＳを必要とする押出発泡ポリスチレンの材料として好適であるうえに、１０年程度の市場滞留期間においても冷蔵庫特有の環境である冷暗所保管により、物性の低下がないこと。
・更に、今回開発したペレット化工程を経ることなく破砕状態で直接使用する方法の採用により、ＰＳが劣化のない状態で再利用ができること。
などから、従来利用されてきたＥＰＳの再生樹脂と異なり、バージン樹脂との混合比率に制限がないため、高いリサイクル品使用比率が可能となる。
・破砕状態で直接使用することができるため、断熱材の製造におけるＣＯ２負荷の削減になり、住宅の断熱によるＣＯ２負荷削減とともに、ライフサイクルＣＯ２削減に貢献できる。

· 材料については、松下電器産業（株）１００％出資の（株）イーティーソリューションズ（本社：大阪市。社長：平岡良教）をメインとして、毎月、全国家電リサイクルプラントからの生産分を受給している。

· 当社は、すでに押出法ポリスチレンフォーム３種で世界に先駆けてノンフロン化を実施し、カネライトスーパーＥⅢ、スーパーＥＢＫの技術を完成させ、平成１５年９月、全工場から発泡剤としてフロンの完全撤廃を実現した。
更に、助発泡剤として使用されていたＰＲＴＲ第一種指定物質である塩化メチルについても本年９月末にはすべての製造拠点で撤廃する予定である。
これにより、大気に放出される発泡剤のノンハロゲン化が実現し、地球環境改善（オゾン層保護、地球温暖化防止）、生態系への環境負荷低減に大きく寄与することになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
